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平成 25年度専修大学スポ ツー研究所 所員報告
潮流、選手間の接触など条件が異なる中で
大きな違いがみられなかったことから、レース
環境が違う場合でもストローク頻度は大きく
変化しない可能性が考えられた。
　最終戦のレース中のストローク頻度におい
て、被験者Aはスタ トー直後のストローク頻
度が高く、その後ストローク頻度は比較的安
定しているものの時々大きな変化がみられた。
一方の被験者Bは、レース全体を通してス
トローク頻度に大きな変化はなかったものの、
レースを通じて不安定な傾向がみられた。こ
れらの結果より、トライアスロンスイムでは、
競泳のようにレース中のストローク頻度を一
定に保つことも重要であるが、その場の状況
やレース展開に合わせ、臨機応変にストロー
ク頻度の切り替えできることも重要な能力で
あると考えられた。
（本研究は、JSPS 科研費若手研究（B）、課題番
号 24700663「オープンウォーター環境下におけ
るストローク頻度の簡易的測定手法の開発」の助
成を受けて実施した。なお、上記内容の一部は「ビ
デオ映像およびモーションセンサを用いたクロー
ル泳のストローク動作分析の比較」と題して専修
大学スポーツ研究所紀要第 37号に掲載されてい
る。）
著者の発表の様子
会場となる教室前の案内表示
